
2025 年４月 20 日（日） 

公益財団法人 まちみらい千代田 

Chiyoda city management foundation 

第 24 回 千代田まちづくりサポート

活動成果発表会 



参加される皆さまへ 

活動成果発表会をスムーズに進行するため、以下の点にご協力ください。 

＜注意事項＞ 

・ 携帯電話・スマートフォンをお持ちの方は、マナーモードに設定し、通話はご遠慮ください。

・ ビデオ・写真撮影は、ほかの参加者の妨げにならないように、ご配慮ください。

・ 会場内は禁煙です。

・ 持込物はすべてお持ち帰りください。

・ 事務局から指示事項があった場合は、ご協力ください。

＜助成グループの皆さまへ＞ 

・ 発表５分・質疑 5 分です（時間厳守）。

・ 審査会会長および副会長から全体講評がありますので、閉会までご参加ください。

・ プログラム終了後、第 25 回募集概要等について、ご案内をいたします。

＜肖像権について＞ 

・ 会場内で記録用の撮影をします。

撮影した写真については、冊子、ウェブサイト、SNS (Facebook など) に掲載される場合が

ありますので、あらかじめご了承ください。

・ 本冊子については、活動報告会用資料として各団体から提出されたものですので、二次利用を

禁止いたします。
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１．助成グループ一覧 (発表順) 

発表 

予定 

時刻 

部門 
申請 

回数 
グループ名 

代表者名 

（敬称略） 

助成額 

(万円) 
テーマ

13:20 一般 １ ちよダン 野口 幸代 45 
ちよだの合言葉となるダンスをつ

くろう 

13:30 一般 １ すなっくちよだ 花岡 火草 11 
サードプレイスのような誰でも参

加できる居場所づくり 

13:40 一般 １ アマルフィーファーム 松田 憲明 36 農業体験 

13:50 一般 ２ 一般社団法人 ちよママ 勝連 万智 50 

SNSを活用した千代田区の子育

て情報発信および、子育て世帯の

ネットワークづくり

14:00 一般 2 
エンジョーイ 歌ンター

レ CHIYODA
加藤 茜 ５0 

（た）楽しく（ち）力強く（つ）

繫り（て）手を取り（と）ともに

千代田で歌おう 

14:10 <休憩> 

14:20 一般 ２ tea plant club 加藤 幸子 42 
メイドイン千代田の紅茶づくりプ

ロジェクト

14:30 一般 ３ 神田藍の会 伊藤 純一 ５0 
神田を（愛）でいっぱいに2024 

～Ai Love KandA～ 

14:40 

普請 

令和 2

年度

（20 回）

優美堂再生プロジェクト

実行委員会 
中村 政人 500 

優美堂を再生しコミュニティ形成拠

点として多様な文化活動を誘発す

る。 

14:50 

令和 

元年度 

(19 回) 

「神田珈琲園」再生プロ

ジェクトチーム 
八戸 建 500 

JR神田駅高架下で創業60年、地

域に愛され続ける『神田珈琲園』

の再生 

15:00 <休憩> 

※普請部門については、助成年度（回）

※普請部門助成額は一次審査の 10 万円を除く
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２．プログラム 

 

12：40 受付開始 

13：00  開会 

・・・・・・・・理事長あいさつ、第 25 回審査会委員紹介、プログラム説明 

13：20 活動成果発表 

・・・・・・・・5 グループ(各グループ 発表時間 5 分・質疑応答 5 分) 

14：10 ＜休憩＞ 

14：20 活動成果発表 

・・・・・・・・２グループ(各グループ 発表時間 5 分・質疑応答 5 分) 

14：40 年度報告（普請部門） 

・・・・・・・・2 グループ(各グループ 発表時間 5 分・質疑応答 5 分) 

15：00 ＜休憩＞ ※サポート大賞投票  

15：15 全体講評(第 25 回審査会会長・副会長) 

15：20 サポート大賞発表・受賞グループ記念撮影 

15：30 第 25 回募集概要等のご案内 

15：40 閉会・記念撮影 
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３．第 25 回審査会 委員一覧                  

 

会 長  後藤
ご と う

 智
ち

香子
か こ

   

東京都市大学 環境学部 環境創生学科 准教授 

 

副会長  三友
み と も

 奈々
な な

 

日本大学 理工学部 土木工学科 助教 

 

委 員  高道
たかみち

 昌
まさ

志
し

 

  東京都立大学 都市環境学部 都市政策科学科 助教 

 

委 員  谷
たに

 眞理子
ま り こ

 

元千代田区青少年委員会 会長 

 

委 員  関
せき

 真弓
ま ゆ み

 

NPO 法人 都市住宅とまちづくり研究会 理事長 
 

委 員  星野
ほ し の

 諭
さとし

 

一社）移動式あそび場全国ネットワーク 代表  

 

委 員  田熊
た く ま

 哲也
て つ や

 

興産信用金庫 地域支援部  

お客様支援課 地域振興担当課長 
 

委 員  赤
あか

海
うみ

 研
けん

亮
すけ

 

  千代田区地域振興部コミュニティ総務課長 
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（た）楽しく（ち）力強く（つ）繋り（て）手を取り（と）ともに千

代田で歌おう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27



 

 

28



29



30



31



ｔea plant club

メイドイン千代田の紅茶づくりプロジェクト 

加藤幸子 

私たち“tea plant club”は、メイドイン千代田の紅茶作りを目標に活動しています。 

活動の基本である「茶の木の栽培」に関しては、現在、「駿河台三井住友海上ビル」、「番町の森」、

「興産信用金庫市ヶ谷支店」の 3 か所においてプランターを用いた栽培を行っており、九段下

「かがやきプラザ」5 階のテラスでは、直植えで 50 株ほど栽培しています。 

また、お茶の魅力を区民の皆様に広く知ってもらい、活動の仲間を募ることを目的とした各種

イベントを開催しています。 

駿河台三井住友ビル、番町の森、興産信用金庫市ヶ谷支店のプランター栽培について、日常的

な水遣りのほか、整枝（枝の剪定）や施肥などの手入れを継続して行っています。今年度から

運用をはじめた「かがやきプラザ」の茶畑においては、日常的な手入れの他、土壌改良や日除

けの設置など改良を加えました。 

また、千代田区社会福祉協議会と連携して「かがやきプラザ納涼祭」、「かがやきプラザクリス

マスイベント」に参加出店し、tea plant club 主催のイベントとして、9 月には番町の森にて

近所の子どもたちと茶摘み体験、令和 7 年 3 月には「レアな紅茶の飲み比べイベント」を開催

し、参加者の方々にもご好評いただきました。 

＜茶の木の栽培について＞ 

・「駿河台三井住友ビル」、「番町の森」については順調に生育している一方、「興産信用金庫市

ヶ谷支店」に設置した二株の内の一株が、同一条件下にも関わらず育たなかったため回収しま

した。 

 

・令和 6 年に整備をはじめた「かがやきプラザ」5 階のテラスの茶畑は、害虫の発生、異常な

猛暑、屋上庭園に特徴的なビル風の影響による病気の発生など、想定外の障害が確認されまし

た。土壌改良や日除けの設置など対策を施しましたが、来年以降も油断せずに観察と手入れを

継続していきたいと考えています。 
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＜イベントについて＞ 

・これまでの tea plant club 主催のイベントに加え、千代田区社会福祉協議会と連携した活動

を開始することが出来ました。「かがやきプラザ納涼祭」ではアイスティーを、「かがやきプラ

ザクリスマスイベント」ではクリスマスティーをそれぞれこだわりのお茶として提供させてい

ただきました。今後もお楽しみいただけるよう、参加していきたいと考えています。 

 

・tea plant club 主催のイベントとして、番町の森にて茶摘み体験を開催しました。収穫でき

る茶葉がまだまだ少ないため茶摘み体験としてどのように進行していけるか、楽しんでもらえ

るか試験的な開催として一家族（４名）をご招待しました。一鉢につき親子で茶摘みをしてい

ただくことができ、また、日本テレビの担当者の方にもご参加いただき、大人の茶摘みも大い

に楽しんでいただけると実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 7 年 3 月には「レアな紅茶の飲み比べイベント」を開催しました。今回は男性やご夫婦

での参加など、これまでより関心を持ってくださる方の裾野が広がってきたように思います。 

また、お茶のイベントとはいえ、開催内容によりお茶に対する関心度の違いを感じており、 

特に、今回のレアな紅茶の試飲会では、紅茶を飲むことだけが好きな方々かと思いきや、茶葉

を育てることに大きな関心を示してくださる方が一番多くいらっしゃいました。 

お茶に関わる様々なイベントを行っていく必要性を再確認しました。 

・かがやきプラザのミニ茶園はリハビリ施設が隣にあり、歩行訓練などをされている多くの方々

が関心を寄せて下さいました。比較的年齢の高い方が多いためか、茶の木を身近に育った思い

出話を話してくださる方や、茶摘みができるようになったら参加したいと声をかけてくださる

方など、とても嬉しかったです。プランター栽培とは違った課題に苦労しているなかで、たい

へん励みになりました。 

 

・レアな紅茶の試飲会の開催について、このようなイベントを千代田区で楽しめるとは思いま

せんでした。多種の紅茶を試飲するというのは難しいことなので、とても嬉しいです。ありが

とうございました！とのお声をいただきました。
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・まちサポ事務局の方々のご仲介でかがやきプラザに栽培の拠点ができたことで、社会福祉協

議会の方々の協力も得られるようになり、またイベントにも参加させていただき、活動が広が

った一年でした。イベントだけでなく、活動に参加してくれるメンバーも少しずつ増え、手応

えを感じることのできた一年でした。 

 

・かがやきプラザが活動の中心になりつつあるため、ハード（テラスの活用）とソフト（各種

イベント）の両面で区民の交流に多少なりとも貢献できているとは自負していますが、平日に

活動することが難しいため、千代田区在勤在学者との交流が今後の課題と考えます。 

 

・SNS（インスグラム）を活用した情報発信を始めましたが、千代田区民に対する情報発信に限

って言えば区の広報の方が目に見える効果があり、SNSの利用法についても工夫が必要だと感

じました。 

 

・こちらからの提案にご協力いただけるだけでなく、社会福祉協議会の方々からもご提案をい

ただくほか、千代田区立障害者福祉センターえみふるの『ちよだんごカフェ』や、社会福祉協

議会アキバ分室からも声をかけていただき、期待していただけていることを実感しております。 

・「東京都心部におけるミニチュア茶畑と茶とつながるコニュニティの快適性」というタイトル

で研究発表をさせていただきました。研究者、茶の生産者、朝日新聞社、日本農業新聞社の方々

に千代田まちサポートの助成受け「メイドイン千代田の紅茶づくりプロジェクト」の活動を進

めていることを改めて伝えることができました。千代田区ということもあり、全国からの期待

値も高くなりましたが、地道に活動を続けていく更なる決意となりました。 

・上記と重なりますが、 

かがやきプラザだけでなく、えみふるの『ちよだんごカフェ』、社会福祉協議会アキバ分室より

紅茶試飲会の開催依頼他、今後のイベント開催連携を強化していきたい。 

・ちよだコミュニティラボ「未来へつなぐ これからのコミュニティヒント展」パネル展示・ 

交流会に参加をさせていただきました。今後、体験会などに参加するなど連携を深めたい。 
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特にありません。

・昨年の活動報告で、『屋上やプランターによる茶の木栽培に関しては情報が不足しているので、

気温や降雨、水やりの頻度、施肥などのデータを集めて、広く公開していきたい』と述べまし

たが、時間も人出も足りず対応できませんでした。あまり一度に欲張らず、今年度は SNSの更

新頻度を上げることを目標にしたい。 

 

・これも昨年掲げた方針ですが、夏場の水やりなど状況によっては危険なため、熱中症などの

事故がないように無理のない範囲で活動を進めていきたいと考えています。

特にありません。
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優美堂再生プロジェクト実行委員会

優美堂を再生しコミュニティ形成拠点として多様な文化活動を誘発する。

優美堂のコミュニティスペースの特性であるカフェとギャラリー機能を生かしたプログラムを

企画・制作しています。主な活動プログラムをセレクトして報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

8 月 25 日（日）youtube ライブ【HozuTalk】配信 
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★アミーナ・アリジャーマン・アルアリ AIR 成果発表展示「Unseen Publics」 

2025 年 3 月 25 日（火）～30 日（日） 

★タニャ・バスキング AIR 成果発表展：「Seidenki（セイデンキ）」 

2025 年 3 月 29 日（土） 

 

★「オーライ展」 

日時：2025 年 3 月 14 日（金）～16 日（日）11:00～19:00（最終日は 17:00 まで）   

主催：千代田区障害者よろず相談 Light(ライト) 

都内 11 箇所の精神科病院に入院する方たちの作品を展示 
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★【優美堂ニクイホドやさしいマーケット】 

2025 年１月２６日（日） 

出店：靴のつるが（靴づくりワークショップ）、Enkel（陶器）、93cho（写真のお散歩ワークショッ

プ）、西川・森の市場（香り袋）、影山麹店（あさづけ納豆）、 haneyworks（アクセサリー 
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★【正則学園の「花いけ男子部」】 

地元の男子校、正則学園の『花いけ男子部』が毎週、優美堂の店頭のショーウィンドウで花いけを行

っている。彼らは、第 48 回全国高等学校総合文化祭、花生けバトル部門で優勝の快挙を果たした。 
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